
小特集･小形事務用システムとミニ コンピュータ

オフィス コンピュータI
Characteristics of the Office Con

従来,やや軽視されがちであったノ亡帳会計機システムを,

コンピュータHITAC 85は,その応用分野を大幅に拡げた｡

-タの開発の背景,市場要求への取組み方,ハードウェア

将来への計耐などについて述べた｡また,システムの]守士妄

のキ幾能+モジュール構造のハードウェア,ファームウェア,

必要性とその実現ブナ法,あるし､は実態を解説するとともに,

のプア向についても言ノ女した｡

t】 緒 言

日二i二仁製作所における超小形事務用コンピュータの製造と!一

先には,昭和44年のHITAC lの発表に始まって,約7jF(

歴史がある｡ニの即J,どリング コンピュータHITAC 5,5Ⅰ】

オフィ ス コンビュー一夕HITAC 55をはじめ, ミニ コンピ_

一夕HITAClO,HITAClOIIの応用システムとLて,マ′

ナ ステー｢ション ビリング システム〔一 一つのCPU(中央う

j理装FFりに数≠iの入･=力機若芽をつないで,それぞれをステー

ションとし,どリングなどを行なうシステム〕,特殊目的の壬

務用小形システムなどを数多く製造,販売した｡

ここに述べるオフィス コンピュータHITAC 85グ)開発にド

しては,これらの経験をJ,〔食芸とし,このクラスのコンピュー

タに接近特に強く要求されているバッチ処車型システムとし‾

の機能に対しても,HITAC 201,HITAC 8100及びHITA･

8150の多平にわたる小形機市場での亡夫綴に湛づいて十分な検

討を加え,要求されている点を+収り入れるよう配膳､した｡

その結果,オフィ ス コンビュmタとしては,ノ亡帳会計機

あるいは記帳会.汁機としての機能が一最も重要な要素であり,

これを1本の柱とすることが必要であると同時に,またバッ

チ処理につし､ては,新規ユーザーへの無理のないj尊人を意I文一

すべきであり,噂人後はユーザーの三拝務処f弔量の増人とその

官印勺凌化によく対処できる強化計画の検討が,ユーザ【とメ

【カーの叔ファにとり有利であると考えた｡

以‾卜,HITAC 85の処J里方式のf央走,ハードウエア,ソフ

トウエアの+設計憲一当などにつき述べる｡)

8 処理方式決定の背景

2.1 元帳会計寸幾の再考

最近の超小形機では,バッチ処理システムとしての機能の

充実に主Fl比が置かれていることは疑うことのできない事実で

ある｡この系統に属するシステムによる事務機械化は,当然

のことながらイ上ミ雲合計システムを前提とする｡この伝票会計

システムは,事務処理の能率の向__l二,合理化及び機械化とい

う向からみれば,不完全な点はないように思われる｡しかし,

一一郎川勺にみれば多くの機不戒化された伝票会計システムでは,

普通の企業f舌動にあって,最も敏速で,且つ小回りのきく判

断をしなければならなし､,いわゆる中間管理者層への情報サ

ーービスに?椎点があるように思われる｡実1祭,バッチ処理(現

時点の事務機械化の90%以上が,この処理方式である)によ

お詫びと訂正

本誌｢日立評論+VOL.57,恥12,p.19-23掲載の｢オフィス コンピュー

タHITAC85の特長+中に編集部の不行届きで,次のような誤りがありまし

たゥ執筆者に御迷惑をおかけしましたことを謹んでお詫び申しあげますととも

に,下記のように訂正いたします｡

記

誤 正

(1)p.21,左段‾‾Fから3行目 (通常,録音に使うものと同じ形

(通常,録音に使うもの) 状のもの)

(2)p.21,右段上から23行目

スカルプチュアタイ70(キー スカルプチュア タイプのキート

の文字を彫り込んだもの)のキ

-トップ､

ソプ

ほ)p.21,右段下から4行目

(commonbus:パス

とは処理装置と入･出力機器な

どを結ぶ接続線をいう)

(図4に示されている制御バス,

データバスのように,多種類の装

置によって共用されるパス)

(4)p.22,左f貨上から2行目より

(バスには機器全休を接続する

基本的なプログラムバスと,高

速転送を必要とする機器を接続

するダイレクトメモリアクセ

ス(DMA)パスとがある｡前

者による制御をプログラム制御

といい,後者による制御をタイ

レクトメモリアクセス制御

という)｡

当該個所全文を削除

によって拭われる｡従って,管理芥にと′ノては,必要とする

データを必要な暗,必+安とする形で得ることが谷易となり,

彼らの努力,判断を一石之少のターン アラウンド タイムで1社業

活動にJ丈映することができるよ

どリ ング アカウンティ ング

HITAC 85の1モ画に当たっては,

i汁機としての機能,構成部分も､

うになる｡

システムの上位機柁を目茄子す

_L述のf軋如こより､子渦ミ全
紙成から除外することはで

きないということを強く認言親した｡

2.2 将来の拡張への礎

バ､ソナ処理システムは,二事務機1減化の興耳川りなパターンの

-･つであり,利I‾l一法とシステムの設計を誤らなければ,企業

体,公ヨセ体に必要なデータ処理に非常に有効な手指である｡

そこで,HITAC 85の当面の目標としては､ニ将来,人答鼠

ディ スク ファイルを某本とする本格的な′ヾ､ソナ処二哩システ

ムに拡弓上主することを前提として,データの人プJ手Jて長の確_､ンニ,

単位ファイルの確立,及びプリンタや処王聖装置などのパ･ソチ

処理のためのプ吉本装置の先行提供を重点的に行なうことと

した｡

一 一方,オンライン システムの構成要素と しても十分な機

能を与えることを二巧▲慮した｡通イ了一指り御装罰を介してみたHITAC

85の論理橋造を､日二､∵製作所のH-1740データ エントリ シス

テムと｢司-一一とし､センタ側ではこれと同一一一の通仁子アクセス法

で処羊里できることとLた｡また,HITAC 85何十,H-1740を

木‖手1毒とするデータ過信も,ポイント ツウ ポイント,ある

いはマルチ ポイント様式で‾ijr能なJム皐帥Hの応用に耐え得るも

*

臼､て製作所旭_1二楊 **｢‾トンニシングー株式会社
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小特集･小形事務用システムとミニ コンピュータ

オフィス コンピュータHn‾AC85の特長
Characteristics of the Office Computer H‖■AC85

従来,やや松子見されがちであったJ亡帳会計機システムを,構成に加えたオフィス

コンピュータHITAC 85は,その応用分野を大幅に拡げた｡本稿は,このコンピュ

ータの開発の背景,市場要求への耳娘目▼み方,ハードウェアとソフトウェアの概要,

将来への計画などについて述べた｡また,システムの特長であるノ亡帳会計機として

の機能,モジュール構造のハードウェア,ファームウェア,バッチ処j理機能などの

必要性とその実現ブナ法,あるいは実態を解説するとともに,)将来における機能拡先主

のプ了向についても言捜した｡

ll 緒 言

臼‾抗告望作所における超′ト形事務用コンピュータの製造と販

売には,昭和44年のHITAC Ic7)発表に始まって,約7年の

歴史がある｡この札ビリング コンピュータHITAC5,5ⅠⅠ,

オフィ ス コンビュMタHITAC 55をはじめ, ミニ コンピュ

ータHITAClO,HITAClOIIの応用システムとして,マル

チ ステーーション ビリング システム〔一 一つのCPU(中央処

理装i程)に数千iの入･川プJ機器をつなし､で,それぞれをステw

ションとし,どリングなどを行なうシステム〕,特殊目的の事

務川′ト形システムなどを数多く製造,販売した｡

ここに述べるオフィス コンピュータHITAC 85c7)開発に際

Lては,二れらの経験を北盤とし,このクラスのコンピュー

タに妓近特に強く要求されているバッチ処‡里システムとして

の機能に対Lても,HITAC 201,HITAC 8100及びHITAC

8150の多年にわたる小形機市場での実績に准づいて十分な検

討を加え,要'J推されている点を収り入れるよう配痔､した｡

その結果,オフィ ス
コンビュ【タとLては,ノ亡帖会計機

あるし､はi言上帳会一汁機としての機能が最も市二要な要素であー),

これを1本の柱とすることが必要であると同時に,またバッ

チ処j軋二ついては,新規ユーザーへの無f里のない噂人を吉岡

すべきであり,j尊人後はユーザーのヰi務処辟貰の岬人とその

官印勺変化によく対処できる強化計画の検討が,ユーザーとメ

ーカーの叔ファにとり有利であると考▲えた｡

11'卜＼HITAC 85の処f里方式のブ火て右,ハードウェア,ソフ

トウェアの設;汁吉凶などにつき述べる｡

l可 処理方式決定の背景

2.1 元帳会計寺幾の再考

最近の超小形機では,バッチ処理システムとLての機能の

充実に主眼が1豊かれていることは疑うことのできない事実で

ある｡この系統に属するシステムによる事務機械化は,当然

のことながら仁ミ票会計システムを前J是とする｡この伝ミ票会巨汁

システムは,事務処理の能率の向__1二,合理化及び機械化とい

う向からみれば,不完全な点はないように思､われる｡しかし,

一一般的にみれば多くの機寸戒化された伝票会計システムでは,

普通の企業i舌動にあって,最も敏速で,▲_【l_つ小回りのきく判

断をしなければならない,いわゆるq■J間管理者層への情報サ

ービスに雉点があるように思われる｡実1祭,バ､ソチ処理(現
時点の事務機械化の90%以上が,この処理方式である)によ

尾塔博之* 仇roy〃んJO5αた0

三橋三桂一郎** s占ざc力汁a肌～ざ址んαぶんf

って作成される管理データは､膨大なりストの山として管理

一存を襲うという_事態が起きかねない｡それは､｢システム設計

の∫7j拙による+と一一言で片イ･=ナればそれまでであるが,この

システムはそのような危隙を含んでいることを‾アラ走できない｡

EDPS(Electronic Data Processing System)のノ尊人に失

敗したユーザーの例,管理データの不適切さを訴える管埋寸†

の例は希少ではなく,その坂田の多くは前述のヰi実にある域

でナが多い｡

ここに,超小形ないしは小形E DP Sのユーザーが,その

導入以前から慣れ親しんできた‾ノ亡帳会計システムを,本質に

おいて変革することなく機械化できるシステムが必要になっ

てくるわけである｡ナ凸凹ミ会i汁機システムは,管J理データとし

ての企業活動の記録は,すべで吋視チi帳(ビジプル レコード)

によって扱われる｡従って,符王里‾弟にとっては,必要とする

データを必要な時,必要とする形で得ることが容易となり,

子呟らの努力､判断を克之少のターン アラウンド タイムでカモ紫

柄動にJ丈映することができるよ

どリ ング アカウンティ ング

HITAC 85のか何に当た/ノては,

上汁機としての機能,構成部分も,

うになる｡

システムの上位機椎を目指す

__卜述の理由により,f‾?帳会
構成から除外することはで

きないということを強く認i識Lた｡

2.2 将来の拡張への礎

バッチ処理システムは､‾事務機械化の興巧叩勺なパターンの

-･つであり,利JjH去とシステムのi没言汁を誤らなければ,企業

体こ,公共休に必要なデ"タ処f里に非常に有効な干f貨である｡

そこで,HITAC 85cり当而の目標とLては,ニ将来,大谷i辻

ディ スク ファイルを北本とする本不拝郎Jなバッチ処]哩システ

ムに拡卯ミすることを前提として,データの人力手段の確立,

単イ立ファイルの確立,及びプリンタや処理装置などのバ､ソナ

処理のための茶本装置の先行提供を重点的に行なうことと

した｡

一一‾万,オンライン システムの構成要素と しても十分な機

能を与えることを‾考庫､した｡過イi言制御装帯を介してみたHITAC

85の論理構造を,日立製作所のH-1740データ エントリ シス

テムと同一 -とL,センタ側ではこれとti了J一の通信アクセス法

で処理できることとした｡また,HITAC 85同_L,H-1740を

相手局とするデータ通イ了言も,ポイント ツウ ポイント､ある

いはマルチ ポイント様式で可能なJエ範幽のJ心用に耐え得るも

*

臼､ソニ製作所旭_L二楊 **｢トニ仁シンガー株式会社
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グ)と した｡

2.3 ユーザー ニーズを的確に把握

オフィス コンピュータの応用分野は,その性能が規模,価

格及び形態に比べて高く,手軽に仕えるというところから,

非′削二多岐にわたりつつある｡Lかし,ただこれに即応して

いたずらに機能を増したのでは,その本来の良さを失わせる

ことになりかねない(⊃ そこで,HITAC 85では,湛本構成を

可能な限り単純化して,ユ【サーの要求するシステムを,徹

底したモジューール梢追で実現することにより,いっそう高い

や人効果が行られるよう巧一膳Lた｡

臣】 ハードウェア

3.1 専用のプリンタを開発

連続帳票,ノ亡帳,単票を,必要な組′ナせで効率よく伴うに

は,次の機能が必要である(つ

(1)実用に供されている幅員の連続帳票を必要な組ナナせで,

2椎それぞれ独立に制御できること｡

(2)単票処理機梢を簡単に眉脱できること｡

(3)左手-▲収方向の印字が可能で,_Fl_つ高速であること｡

(4)構成部分をできるだけ独止して動作でき,外部からの制

御によI),無理なく多様な動作を行ない得ること｡

これに対してトソト マトリックス‾方式のシりアル プリン

タで,印字j卦空150字/秒,1行印ご下敷225(パイカ)及び270(エ

リート川_し,搭載時は255),鵜本紙送りピッチ6ノ女び8/in､

最大紙送り適性40in/秒,トラクタ数披大2という専用プリン

タを開発Lた｡図1の概要にホすように,印字と紙送りはそ

れぞれ独_､7二したサーボ系で制御され,また,64バイトグ)ファ

ーースト イン ファースト アウト メモリを備えて,制御側の

専有性と独立性を改葬している｡印ノ‾iくヘッド キャリアはり-

ド スクリューにより駆動し,双方向印字と高い伸二置ブ央め精度

を得てし､る｡

3.2 帳票類の扱いを完備

ノ亡帖会計システムを抵抗なく機械化するには,少なくとも

2椎頬の元帳が同時に拭え,そのうちの-･つは,単位処理の

ペーパアウトセンサ

一題
灘

図2 デュアル フロント フィード装置 左右二つの駆動ローラと前

後二つのポケットにより,最大4種葉頁までの帳票類を制御できる｡

川オペレータの介入なくL′l劫的に練り.i返し他用でき､1l▲つ少

なく とも1純類のナノミ栗栢を同時に発行できる機能が必要であ

る｡つ デュアル フロント フィーード装荷は,この｢一川てJにナナご改す

るrよう開発されたものであり,図2にその主要部分を′Jミす｡

7■一ニイー一に独立Lた帳票駆動部をもち,それぞれに対応して前後

つグ〕そう

卜は,‾i三と

ての機能に

Lている｡

検匁1され,

人排山ポケットを批i‾托Lてある｡)特に後部ポケ､ソ

Lて止Ilせミのパーク位‾推ト･叫どけておく場所)とL

十1】艮をおき,7亡枇の繰返いj七用のFl車わ化を吋能に

また帳票一軒(の_卜‾卜端は,‾▲_つの光電素十によって

印′ナ:行付帯のプログラム制御が行なわれる｡

仙f‾目できる帳票常夏は,二拉大帖330m町 立之小1_主さ114mm,拉

人パーツ数6,総単位市_‡一号二50～180kg(卜門機)である｡拡大

紙j重り速度は12in/秒,そのピッチほ6/in/女び8/inである｡

他用済みの元帳,あるいは印刷後の単票=煩は前述の柿人排出

11からも排出できるが,本体きょう休下郎のスタッカに和様

ペーパアウトセンサ クラッチ

l

トラクタ♯1トラクタ♯2

Ⅷ
ト

■l三
l

1 11 l■l l

フフテン

J

l□

左リミット センサ

リードスクリュー

▲-7｡リントヘッド

｢
】ェ

サーボ】三
モータ

サーボ】≡
石｢ モータは

右リミットセンサ

+

＼

一･---一吋パーティカル
制御 入力

サーボ制御回路

ホリゾンクル

制御入力

プリントデータ

T T
キャラクタジェネレータ 64バイトプリントバッファ

プリント制御回路

図lプリンタの概要 各機能ユニットを,外部から独立制御できるようにLた｡
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エ管 ⑳

図3 ミニ カセット 外径約60mmと小形で使いやすい0

排.L11できるようにもなっている｡

磁気九帳(成立気ストライプには,その止帳固有のデ肝タや変

動データを記録できる)装置はこの装置のオプション機構であ

り,左側のポケットに搭載可能である｡磁気ストライプはノ己

】駐の表裏にあり,総記 量はそれぞれ556バイトで,このう

ちユmサーは512バイトを使用できる｡)書込み暗にはり-ド
ア

フタ ライト ナェソクを,読汁1し時にほサイクリック コ】ト

によるチェ､ソクを行なって,デMタのイ言相性を確保している0

3.3 互換性を重視したファイル媒体

常務機械化装置には,それが他用されるシステムのいかん

を問わず小規模なファイル,データ交換媒体,プログラム
ロ

ーード装置,あるいは作業用外部記憶装市として他用できるも

のが,なんらかの形で必要である｡

HITAC85では,この装置の選択に当たって,より広範囲

な_/‾王二枚性をもつこと,信煩竹三の高いこと,中仙二情報当たりの

利用単価が安いこと,取招いが簡単で保管場巾をとらないこ

となどを主として名一極二した｡その結果,当面はミニ
カセ､ソ

ト磁乞(テロプとフロソピ】ディスクの∴つを採用することと

した｡

ミニ カセットは,従来のフィリップス彬カセット(辿ノ活,

録一料二仙うも♂))と異なり,オ】プン り一ル形のカセ･ソト形

磁1もテープである｡1巷当たりの答遺は約100キロバイト,記

タイマ,IPL 処理装 置 メモリ(32KB)
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録密度は1,600ビット/インチ,転送油性は2キロバイト/秒

である｡特長は,オープンリール方式で約40インチ/秒の高

油レコⅦト サーチが可能であること,媒体寿命が土壬いこと,

図3に示すように媒体が非常に小形であることなどであるD

この媒体はシンカ､､一礼によって開発され,田内では日､工シン

グ∽株式会什によって販売されているモデル1500デ‾タ
エ

ントリ システムと完全な互換性がある｡なお記憶されたデ【

タは,リード アフタ ライト チェックとサイクリックリダ

ンダンシー チェックとにより正確性を保証されている｡

フロッピー ディスク装置は,1ディスク当たり約250キロ

バイトの谷量をもつランダム アクセス記憶装置で,日_､工製作

所のH-1740,IBM社の3740などのデータ エントリ システ

ムと喋休互換性をもつ｡ニの装置はプログラム ローード,デ‾

タ交根株体としての利用だけでなく,小規模バッチ処理を行

なう場合のマスタ ファイル,その他の目的のランダム
アク

セス ファイルとして手軽に利用できる∴乍均アクセス時Hljは

約300ms,データ転送過度は31.4キロバイトで,制御楽節を

増設することなく4子了まで接続できる｡

3.4 オペレータとの接点

キm ボ椚ドは,この椎のオフィス コンピュータの設計に

際して拉も人l批1‾二学的巧一察を要する装置である｡この設計の

ポイントは.まず第一一に従来の事務用英文タイプライタのキ

【

ボードに,拭作画からの機能をでナわせることにおき,スカ

ルプチュ7 タイプ(キーの文字を伺ぃ)込んだもの)のキMト

ップ,タイプライタと同じシフト ロック機構(シフトしたJ)

ロ･ソクLて,シフトしたままにする機構)を皐点的に才采用Lて

いる｡安定件,保守件の面から竜一J′一式キー ポMドを仙川す

ることにLたが,内部に装置したスピ”カから搬似打鍵け

(人力したことを知らせる存)を発生すること,1こ仝なロール

オー【バー打鍵(押したキー･-がうこ仝に戻らなくても,ほかのキ

ーーを押せること)を許すことによって操作性の改羊をLぎトたし)

オペレ【タに機械の状態を知らせる表示器析は,必要滋小

胆性にとどめ,表ホの垂柏を極力避け簡略なものとした｡兼

十は,一一つの例外を除いてほとんど交換不要の発光デイオ=

ドである｡

3.5 余裕ある基本システムの設計

処理装荷,-iミ記憶装鼠 人･州力制御機構,油イJ吊り御機構

などは,図4にホすようにすべて共通バス(common bus:バ

スとほ,処理装置と入･出力機器などを結ぶ接続線をいう)

制御プJJ℃とし,機器の岬設,故障部位の分離などが容易にで

きるようにした｡データ転送は,低速系に対Lてはプログラ

プリンタ制御

装 置
クロック,終端

メモリ,入･出力制御装置.通信制御装置など

図4 共通バス方式のシステム制御 上部の各装置が基本システム,下部にオプションを示すロコネク

タ位置に無関係に,何をどこにでも実装できる｡

制御バス

データバス

注:IP+=イニシャルプログラムロード機構
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ム制御,高速系にはダイレクト メモリ アクセス別辞いこより

行なわれる(バスには,機器全休を接続する端本的なプログ

ラム バスと,高速転送を必要とする機器を接続するダイレ

クト メモリ アクセス(DMA)バスとがある｡前満によるrlilj

御をプログラム制御といい,後者による制御をダイレクト メ

モリ アクセス制御という).〕

処理装置は8ゼットのデータ構造で,マシン サイクル600

nsであるが,将来はサイクル タイム600nsのメモリを接続で

きるようにしたい｡

主記憶装‾置は1.2/′Sのサイクル タイムをもつコア メモリ

で,32キロバイトと8キロバイトの増設モノユ"ルが用滋二き

れ,ノー!壬本システムには32キロバイトが実装されている｡共通

バスは非同期制御方式を採用しているので,将求,サイクル

タイムやアクセス タイムの異なるメモリが開発されても,税

/l一三のメモリとの拒占用が可能である｡

通イ言制御装置は1,200及び2,400ビット/秒の通イ三通性をも

つ同期制御方式で,専用,公衆どちらの通イーF掴線にも適用可

能である｡しかし,現時点では専用回線には2,400ビット/秒,

公衆回線には1,200ビット/秒を適用するよう意図されている｡

また,将来必要であれば,より高連な回線への接続も答易な

.設計となっている｡

El ソフトウェア

4.1 ファームウェア

オフィ ス コンピュータHITAC 65のソフトウェアは,

HITAC 85P Sと呼ばれ,その構成は図5にホすとおりであ

る｡HITAC 85P Sは,仁七票発行業務から速ド削也とのデーータ

通イi言を行なうオンライン業務までは範桝なユーザーの某荷を

脊易に,_Fl.つ効果的に処理することを目的に1那芭したプログ

ラミング システムである｡二れを従米の超小形コンピュー

タのプログラミング システムと比較するとその背Lい朽-k

は,ファームウェアと呼ぶ新しい技術を才采用したカ､である｡

ファmムウェアは,従火のハードウェアが行なっていた処

理の一一部を代行するシステム プログラムであり,一一触の機

械語より更にハートウェアに禽右Lた汀古令(一一般の機械語と

区別するため,マイクロ命1ナと呼ぶ)でプログラミングされ

ている｡フ7【ムウエアの採用によって,HITAC 85のユ【

サーが得られる主な利点は次のとおりである｡

(1)操作が不易になること｡

フア【ムウェアと符理プログラムのモニタの機能により焼

めて布易にコンビュ【タを操作でき,システムを活用するこ

とができる｡具体的には,■卜記の機能を文枝している｡

(a)ボタン操作によるワン タッチ オペレーション

(b)オペレータとの会話形Jじによるシステムの制御

(c)帳票処理に付l適したローカル モード機能(プログラム

によらず,入･出力装‾置を処理装置から切I)離して他用で

きるようにする機能)

(d)パワー フェイルリスタ【ト機能(プログラム実行中に

いったん電線を切って処理を休んだような場7ナ､後で電源

を人れれば休_1L前のプログラムを再びそのまま実行できる｡

二れを行なわせる機能)

(2)メモリが有効清川できること｡

利用者の巨=lてJプログラムのメモリ所要量を小さくきせ,メ

モリを有効活用できる｡例えば,姑高6本までの処理プログ

ラムを同時に主記憶装置に常駐させ,必要に方‾Eじて-･つのプ

ログラムの処理をq‾-断し,他のプログラムを実行させ,また

j亡のプログラムに戻すということもできる｡
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ファームウェア

入･出力ルーチン

オブジェクトインタプ‡+ンタ

データ コミュニケーションルーチン

管理プログラム

タスク管理

入･出力管理

遠雷管理

パワーフェイルル｢チン

システム ルーチン

モ ニ タ

処理プログラム

言語処理プログラム

RPGII

ー

l

l

l

一

■l

l
l

l

l

l

l■l■

ユーティリティ プログラム

ペリフ羊ラル.コンバージョンルーチン

ファイル保守

ライブラリ保守

ソ∵トマージ

頚リキー本保守

利用者プログラム

図5 HlTAC85PSのプログラム構成 ファームウェアを基本とした

プログラミングシステムである｡

(3)†.i和州三を｢叶卜できること｡

従水,ハ【ドゥェアがもっていた機能の一一部をフ7-ムウ

ェアに′受け持たせることにより,ノ､-ドゥェアの回路が簡単

となりイ‾i子細作が巾J_上する｡

次に,フ7>-ムウェアの具イ本的な手法1仙二ついて説明する｡

ファームウェアは,キーボ【ド装置,ミニ カセット テープ

装荷,マトリックス シリアル プリンタなど,HITAC85の

すべての周辺装置を制御し実行させている｡ニれが一番大き

な役捌で､このほか紙テーフロ コードとHITAC85の内部コ

【ド〔8単位EBCDIKコード〕との問の相互のコード変換を

紙テ【プの人･出力時に行なったり,RPGIIコンパイラや

ユ【サー ブログラムを構成してし､る命令語(これをインタプ

リタ言語と呼ぶ)の取り出し､解析,実行及び逐次制御を行な

ったり してし､る｡

4.2 R PGIIコン′〈イラ

ユーザーのプログラム作成のための言語として,HITAC

85P SではRPGIIを採用している｡RPGIIは従来のアセ

ンブラ言語と比較して,次のような利点をもった問題向き言

語である｡



(1)言語仕様をユーザーが短期間に理解できる｡

(2)プログラムのデバッグが簡単で,システム建設が短期間

にできる｡

(3)プログラムの変更が容易にできる｡〕

(4)専任のプログラマを常時置く必要がなくなる｡

RPGIIは,ユーザーが簡単なパラメータ形式で能率の良

いプログラムを作れるように設計されており,次の機能をも

っている｡

(1)単一,又は傾数の入力ファイルから,デ肌タ レコードを

人力する｡

(2)人力レコ叩ドや,プログラム中に記述されたリテラルか

ら得られるデータで演算を実行する｡

(3)帳票を作成する｡

(4)テーブルの探索処理を行なう｡

(5)標識(indicator:必要な処理を指ホするための文字)を用

いて,条件によって処理の順序を変えることができる｡

(6)入力レコードの川副辛が正しいかどうかを検査することが

できる｡

(7)ファイルの作成,‾更新処理ができる｡

(8)キー ポーード装置を用いて,HITAC 85とオ〈ミレータとの

会話処理ができる｡

(9)プりンタに対するページ,行の管理が自動的に行なえる｡

以.Lの機能をもったRPGIIをユーザーが使うことにより,

一一つのプログラムでう垂続帳票,カットフォーム(ソ亡帳,又は

単票)及び{遍気元帳を自在に組み合わせて効率の良い業務処

理を行なうことができる｡特に,HITAC 85RPGIIでは,

論文

毒
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一一般のRPGIIに比べてキー ボⅥドまわりの操作命令を強化

し,ヒリング処理に適した機能を支援している｡

8 結 言

本フ隔はHITAC 85の開発意図,その本質につし､て読者の群

解を得ることを目標に執筆した｡

本稿からも推察できるように,HITAC85は,より高い完

成度を目指して発展しつつあるシステムであるが,その真価

の発揮をこれからの開発にゆだねなければならない部分も少

なく なし､｡

HITAC 85をよりよく理解されること,及びより正しく評

価,批判を乞う目的で,ここに将釆計画の--一端を述べ本稿の

締めく く り としたい｡

HITAC85の強化計画の第1は,バッチ処理装荷と高性能

な汎用フロント エンド処理装置として,より強力なシステム

を構成するために,ファイル装置を大容量化することであり,

これをより有効に利用できるようにするためのソフトウェア

の提供である｡第2に,このファイルを中心とする応用分野

に,より多くの支持層を得るには,問合せ形のビデオ デ【タ

ステーション,マルチ ステmション ビリング用のワーク ス

テーションなどが必要と考えられる｡そのほかに,バッチ処

手堅用人･出力装置の強化として,カード読Ⅰ枚機,マmク セン

ス カⅥド読取機なども意図されているが,ただ高性能を求め

るよr)も,オフィス コンピュータの特質である高操作件を生

かすことに開発計画の重点をおき,より良いバランスを保っ

たシステムを提供したいと考えている｡

MOS基本論理回路の比較

日立製作所 正木 亮･上遠野 臣司,他2名

電子通信学会論文誌 58D-7,397(昭50-7)

最近のMOS技術の急速な進歩により,

中･高速のシステム中のバイポMラ論声里回

路がMOS-LSIで置き換えられる可能一性

が強まっている｡このため,種々のMOS

基本論理回路の性合巨を比較することが必要

となる｡

相補形MOS(CMOS)は電力遅延積

(回路の消費電力と遅延時間の積)が極めて

小さくなる可能性があり,CMOSの電力

遅延積は実際のシステム中における回路の

スイッチングの平均周期に強く依存するこ

とが既に指摘されている｡しかし,この論

文以前には上記の周期に関する利用可能な

データは得られていなかった｡筆者らはそ

の値を推定と実験により得て,MOS匝ほ各

の電力遅延積の正確な比較を可能にした｡

二の論文ではまず,(a)スタティ ック･

シングルチャネルMOS,(b)ダイナミッ

ク四相MOS,及び(c)CMOSの電力遅

延積がそれぞれ÷Ct′gβ,÷CVββ,及び

去CVjβと表わせることを示す｡ここにC

は凹路当たりの合計負荷容量,Ⅴβ〟は電源

電圧であり,丘はスイッチング周期Tを回

路遅れ時間gp｡で割ったものと定義する｡

すなわち,丘が大きいということは,シス

テム内の回路が実際の使用.状態でごくまば

らにしかスイッチしなし､ことに対応する｡

次に,丘に関する推定と測定の結果を次

のように示している｡

(1)電子計算機の論理構造を検討すること

によI),丘は′J､形電子計算機の場合120～

180,大形電子計算機や高速の演算ユニット

の場合20～60と推定された｡

(2)動作している′ト形電子計算機の中の約

100個の信号のスイッチング回数をカウン

タで計測した｡その結果,r=2.4JJSとな

り,一方fpdは12nsであったのでた=200

の伯が得られた｡

(3)′ト形電子計算機の中央処理装置を約300

個の市販のCMOS集積回路を使用Lて構

成した｡回路の合計数は,負荷容量の非常

に′トさい約1,000個のチッ70内部回路を除

くと,1,124個であった｡ニの1,124個の1rl】

路の平均負荷容量は40pFと推定された｡装

置全体の消費電力と装置内の匝】絡のf♪dの

測定値から丘を算出すると130～170の値が

得られた｡

(4)大形電子計算機の中の演算ユニットの

論理的な動作を論理シミュレーション プロ

グラムを用いてシミュレートした｡この結

果から算出すると,たは30～80となった｡

実験的に得られた値前記(2),(3),(4)は推

定Lた値(1)とよく-一一致した｡従って,丘は

小形電子計算機の場合120～200,大形電子

計算機や高速の演算ユニットの場合20～80

の範囲にあると結論できる｡よって,もし

同一･のま♪｡が同一のCとⅤββで実現きれれ

ば,eMOSの消費電力は小形電子計算機
及び大形電子計算機の場合,それぞれ他の

回路の消費電力の去～丁誌及び与～志とな

り非常に有利である｡
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